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　　　　　　緒　　醤　　　　　　　　　　　　　　　　　中のもの12株

　四連球菌は，1881年1〈och及びGaffkyに依り最　　　　（8）伊東li三保醇：ヒ⑩から御分与頂いたマウスに対し

初に記載せられた所の，rlT，lulの字型に【1・聴状な，L討　　て御1のあるもの11朱（1－・36）。此の菌は劉1勲有

る球菌であり，Gaf‘kyya　Tetragenaの名称で呼ば　　　し，微群｝：の菌液の腹腔内注身i｝に依り一’eウスを艶死せし

れている。而して通常，口腔，騨腔，咽1綻，肺結核塑　　　める。尚此の菌は中鱗症，吸収型の結節瀬患溜の聯粘

洞及び字絃中に存在する非病原性の球菌である。然し　　　膜から分離したものである。

1886年にJal｛owski　Vt．’a・hめて此の菌の病原性に就い　　　　（9）対照として八遼球菌2株，即ちSarclna／utea

て記載している。以後樹々な病的材料から検出せら　　　100t，　Sarcina　Iutea　Wyeth，ブドウ球薦4株，即も

れ，その性状及び病原性に就いての記載な見る様にな　　　S仁aphy】ococcus　aureus　2c，9　P，　Staphylococcus　au一

つた。即ち内藤①；北原，田淵②，　Reirnann③t　F【）rn－　　reus専脇，　Staphyioc。ccus　ATCC　95）O，　Staphylo－

aca④，　Paulkiner⑤，　Walter⑥，　Seabllry⑦等は敗　　　coccus　albus　Sp，　al－1を用いた。いつれも園立予防

雌瀦の血液から，伊東，笠松等⑧｝よ癩儲の鼻及　衛蜥蜥から分与計し，保存された株でφる．

び咽頭粘膜から，小沢⑨は肺結核窒洞から本菌を分離

している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江　爽験方法並びに爽験成績

　我々も本学小児科教室で，敗」血症患者の血液から四　　　　　（1）集落

連球菌の一株を分離し，その検査を依頼された事から　　　いつれも37°Cで普通寒天培地に発育する。培餐時

始まり，広く四遮球菌の一・般性状を研究中であるが，　　　間は24時間では発育不十分で・48時間で完全に発育

本報では其の生物学的性状及び病原性に就いて綜合的　　　する。而して集落の色調は次の9種類に分類される。

に検討し報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　Rflち白色（Reimanの所謂陶器色）．帯黄白色，帯赤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白色，黄色，淡黄色，帯緑黄色，黄金色，煉瓦色，透

　　　　　　1実験材料　　　　　　　　　明体である。

　　供試薦株　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）形態

　（1）本学小児科教室で分離したもの1株（竹村株）　　　　普通寒天平板に発育した本菌は，球状又は四角形様

　（2）病院，学校，住宅等の建物内で空亟から分離し　　　に見えるものが，いつれも比較的同じ火きさで規則正

たもQ43株　　　　・　　．　　　しく「田」の守：型に配列している。しかしカタラーぜ
　（3）肺結核患渚の喀疾から分離したもの54株　　　　　陰性のものは滝川⑪の非定型的四連球菌の様な形をし

　（4）糞便から分離したもの1株　　　　　　　　　　　ている。癩患者の鼻粘膜から分離した1株即ち1－36

　（5）歯垢から分離したもの8株　　　　　　　　　　　　以外は，総べて葵膜を有しない。

　（6）爾歯から分離したもの2株　　　　　　　　　　　　　　（3）pH

　（7）各大学細菌学教室から御分与頂ぎ当教室に保存　　　ブイヨソのpHを変えて，5・5，7．4，9．0並びに1
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第1衷　　　ヵタラーゼ陰性四遮球菌のf，ll三物学的性状
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第2衷　　ヵタラーゼ陰性四連球菌¢）陽性転化鮫の生物学的性状
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●

％食塩加ブイヨソの種類で本菌を培塗したが，いつれ　　　なので斜面培地を使用した。

も発育良姫で，其の間に有意の藁は認められなかつ　　　　　（5）硫化水素魔生能

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブイヨy培養で，鉛糖紙法に依る磯験を試みたが，

　　（4）カタラーゼ塵生　　　　　　　　　　　　　　陽性を示したものが約30％あつた。

　本菌のカタラーゼ産鑑能は通常陽竪・kである。然しカ　　　　　（6）イソドール反応

タラーゼ陰挫の四連球菌も存在する。i核菌は肺結核患　　　　Covacの方法に依つて実験したが，全薦株に於て

者の喀疾を，普通寒天培地，1％ブドウ糖加普通寒天　　　陰性であつた。

培地，［血液寒天培地に培養する事に依つて得られた　　　　　（7）硝酸塩の還元

が，継代は普通寒天培地では不可能であゐ。此の菌の　　　　0．1％の割合に硝酸カリを加えたペブbン水に四連

固型離也表爾上の集落は，鷹径工一2mm，辺縁不正　　　球菌を培養し，5臼目に検したが，約10％に於て陽性

円形，X・ll粗，上面扁平で淡黄色を呈する。此のもの　　．であつた。

の生物学的性状は，第1表に示す通りである。次に此　　　　　（8）VogeS－・Proskauerの反応（V・P，）及びMe一

のカタラーゼ陰性四速球菌を，固型培地上に接種して　　　　thyレred試験（M，　R）

永く窒温に放闘すると，約1週間後から，一一部の集落　　　　伝研編の「細菌学実習提要」に需己載さ；｝τている方法

は淡紅色のカタラーゼ陽性四連球菌に変異する。共の　　で検したが，前渚は全繭株陰性であり，後者は約10％

変化したものの生物学的性状は第2衰に示す通りで，　　　に於て陽性であつた。

硝酸腹の遼元作用が陽性に変化する他は，陰性の場合　　　　　（9）ゼラチン液化作用

と大差なかつた。侭し此の際，平板培地では，窒中か　　　　金萬株を，pH　7・2のブイヨソにゼラチソを25％

ら紛れ込んだカタラーゼ陽性四連球菌との区別が困難　　　の割含に加えたものに高1齢こ穿刺培嚢し，37°Cフラ
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　　　　　　第4衷　　　病原ブドウ球菌の挫状を示す四速隙菌
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完鉱血球の轍を惹起する勲。依つて，了≒さ滴。　37°cのフラン器中で糠しブ・・3…瞬練はど鍛階

　　（v）　γ一一ヘモリヂン　　　　　　　　　　　　　　　　に於いても10％乃蒸15％の陽性癖を示した。

入血球を3圓灘鯉瞼塩水で洗瀞してから普燃　　 ㈹物学：的性状の変化

天培地に加える。薦接種後，此の平板培地を20％の炭　　　　NeiSSeria属は，糖分解能の相互移行型が甚だ多い

酸瓦斯と80％の酸索とを混合した気体中で培喪する。　　　と宏う琳であるので，私は四連球菌の坐物学的性状

γ一ヘモリヂンは此の藻境中で，18時間後に集落の周囲　　を・分離藏後，6ケ月後及び1年後の3回に互つて試

が完全に溶」丘Lを起す慕に依って示される。　　　　　　　みたが，どの時期の性状も殆んど同一であつた・。従つ

　　　（b）　実験成績：　　　　　　　　　　　　　　　て本菌の生物学的性状には，色索魔生能に変異のない

　　第4喪に示す通りである。即ち　　　　　　　　　　　限りは，桐互移行型ば存樫しないものと思われる。

　　（i）　コァグラー一ビ試験　　　　　　　　　　　　　　i又Harrison⑭はL，　acidophilusに関する実験で鳳，

　対照として，ブドウ球菌209－P株及び乳腺炎の膿　　　糖分解の成糸111は一般にπこ定で，分離後3年を経過して

汁から分離した黄色ブドウ球菌を使用したが，是等は　　　糖分解能の安定した例を報告している。従つて本菌の

2株共陽性であった。然し四連球菌では，培餐5日後　　　糖分解能は更に追求を幽して見る必要がある。

に，大阪株，広島株，2＞o．58株が饒かに陽性になつた　　　　　（16）実験動物に対する痛原性

のみで，他は余部陰性であつた。　　　　　　　　　　　　竹村株，1－36株に就いて響薯験を試みた。平均体蘇

　　（ii）　ブイブリノリジン試験　　　　　　　　　　　209のマウスに，37°Cで24時聞培趨したもの1m営

　レソタ㌦一肉エキスを使用した培地と，肉水を使用し　　　を繭液として腹腔内に接種した。竹村株は病原性を認

た培地とで比較して見たが，前着に於ては約20％の，　　めなかつたD；　1　－36株は1歴夜以内でマウスを発死さ
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せた。

　　（．17）　生物学的性状による分類

　以上の結果を総合し，集落の色素魔生能

と，菌の糖分解能に依つて，四連球菌の分

類を試みた。

　　（a）　色素1蛮生能1｝こ依る分類

　（i）　白色株（45株）

　（ii）　　千静蔵白色イ判こ　（17｛朱）

　（iii）　　　 9r，：赤1｛1色イ朱　 （　3　イ脊こ）

　（iv）黄色株（26株）

　（〉）　淡墾蘭色株　（19株）

　（vi）　帯緑旗1｛色イ朱（4イ朱）

　（vii）黄金株（」0株）

　（viii）　煉瓦色料こ（3株）　　　　　　　　　　　Q

　（xi）　三垂田羽朱（7可噸こ）　　　　　　　　　　　　 mp

尚・…一③は・・1厩・h・t・，・・a一 ¥
nslucent，　pink，　pinkyeltvw・　brown・　　楚

の6種に分類している。　　　　　　　　　〉

　　（・）』言己の菌の柵解　　爲

　（i）白色株　　　　　　　　　　　　＃
ブドウ糖，サツカP－・一　Z，マルトース導を　翠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や
分爾るもの28株と瀕んど撒分解しな惹
いもの17株とに分類される。　　　　　　　　蕊

　（ii）帯黄白色株　　　　　　　　　　洲

殆んど糖分朧・・ない・　　　鮭
　（ii1）　帯赤白色株・　　　　　　　　　　Q

殆んど糖分解能がない。　　　　　　　　　　　溜

1．（・・）艶株　　　塾
フドウ糖，vルトース，サツカロース」レ　 ・自

ブロース，トレハロース等を分解するもの　　Q

・株・・殆ん・勲辮・ない・の18株・響

に分類される。　　　　　　　　　　　　蝦

　（v）淡黄色株　　　　　　　　　91
殆んど糖な分解しない。

　（vi）帯緑黄色株

殆んど糖分解能がない。

　（vii）黄金色株

殆んど糖分解能がない。

（・iii）煉瓦色株　　　　　　榔

殆んど糖分解能がない。　　　　　　　　、　m
　（ix）　　透明株　　　　　　　　　　　　　　　　　 『　　　　　　　　　　　　　　　蕪

最も多種類の糖を分解する。即ち，ブドウ

糖，乳糖，アラビノP・・ス，サッヵロー一　x，

トレハロース，レブロース，マルトース，

ザリシソ，エスクリン，牛乳凝固等であ

る。
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（18）生物学的性状に依る分類と［丘1満学的分類との　　　笛6嚢　1－36株とその他の四連球菌との凝集反応
上ヒ曜些ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　＼＼，tt　　　禧塞l　　l　　　　　　　　　　　　　　・＼、　　　　　ML

が謄畿灘難騰、猛蟹識森．麗∴∵i・」1∴比36
果は獅勲こ胴樋り謂i渤成績が一一致しているtifk　竹　村1一　　竹　村
には思われない。即ち，私の成績では，竹村t鳥取，　　　　No・4

宇都宮，病理の脱その他の鰍こ2別される様な棚↓　　金テトラ
になつた。尚［－36株は血潔｝納虐こは，竹村株と異？：，　　鳥　　取

態馳示すが，・生物学li勺1鰍齢く岡＿であつた（，as　宇都の宮

…）衷・　　　　　　蕊，、、。、阪
　（19）　本菌の抗性物質に対する抵抗株の作製，本｝暴l　　　　　　lutea

一　　　　　2Vo．4

一　　　　　金テトラ
ー　　　　　　鳥　　　　取

一一 @　　　　宇都の宮
一一 @　　　大　　　阪
　　　　　　Saエ℃ina
　　　　　　　　lし1tea

第7爽　　　竹村，1－－36両株の生物彫的性状
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第8嚢　　　　　竹村株椀生物質耐性株の生物学的性状
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の竹村株と互一36株とを用い，これらの抗生物質（ぺ　　　　　　　　∬　総　　括

ニシリソ，ストレプトマイシン，クロラムフエ　・U一　　　　小沢⑨の四連球県1に関する生物学的性状の検喪成縫

ル）に対する抵抗株を作製し，其の生物学的性状を検　　　と比較すれば，大部分は私の成績と一一ikするが，中に

討した。因に両菌共原株は，是等の抗ξk物質に対する　　　二，…三一致しないものもある。

抵抗性は，略々皆無に近かつた。　　　　　　　　　　　　　例えぽ

　更に抗生物質は1種類のみでなく，2種及び3種の　　　（a）キシP－・ス及びサツカP　一一　ry分解能は，私の

抗生物質を颪複して作製した。其の生物学的樹1状は，　　　成績では，大部分陰性であるが，小沢の成績では，大

第8，9表に示す通り，糖分解に要する日数が1日程　　部分陽燃である。

遅延するのみで，其の性状に変化は無かつた。　　　　　　（b）　ゼラチン液化は，私の成績では，約90％陽性
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第10蓑　　　　　竹村株及びこれと岡一種と思はれるものの生物学的性状
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であるが．小沢の成績では殆んど金株陰性である。　　　　の諸性状とを比較すると，Vソニツト分解能，コアグ

等である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラーゼ試験，フイヅリノリジン；試験，a－一ヘモリヂン試

　以上の畜爽並びにこの菌の性質が少くとも一年間　　験研ヘモリヂン試験，γ一・ヘモリヂン試験は金部陰性

は，色索産生能t変異のない限りは，変化しなかった　　　である。但レ！アグラーゼ試験に関しては，近藤炉の

事と合せ考え，この菌の生物学的性状は，極めて多様　　　冨う如く，由膜採取動物の種類を変えて実験する窮も

であると思われる。従つて藤田⑯の醤う如く，これに　　　必要であると思われる。

依って，本菌を明確に分類する磐は不可能であろう。　　　　以上の結果から竹村，1－36両株は白色株のうち比

然し概ね次の琳栂憎える。　　　　　　　轍臓物学的瀦度の高い方の群に属L，小数例でe・」

　（a）乳糖を分解する菌は，他の多くの糖類を分解　　　あるが，大阪株，広島株の如く病原ブドウ球菌の示す

ナる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　性質と大体近似な性質を有する菌株が存在するにも拘

　（．b）透明株は・各種の糖を分解する能力が強い。　　わらず，これ等の性質を全く示きない。従つて私の行

勝又⑰の蠕学的分類と生物t￥　gtくJ分類とのs・L・＆では，　つた撒の糊内では，これ等2蘇の特殊幽瀧め

晶致した成績は得られなかった。病巣から分離した竹　　　られない。

村株とrウスに対して，病原性を有するト36株とを　　　　YJタラーゼ陰性四連球菌は間もなく，カタラーゼ陽

比較すると，血清学的には全く異るが，生物掌的性状　　　性四連球i灘こ変化し，色素熊生能並びに生物学的性状

は同一である。又，竹村株と生物学的性状の全く同一　　　も，一部変異を生ずる。

のものは他に2株あり（第10蓑），これらは皆白色株　　　　本菌の抗生物質（ペニシリン，ストレブトマイシ

で，ブドウ糖，サツカロース，マルトース等を分解す　　　y，クロラムフm＝コー一ル）に対する抵抗株の生物掌

る方の群に入るものと考’えられる。　　　　　　　　　　的性状は，原株と比較して差異は無かつた。但し糖分

　次に病原プ．ドウ球菌の示す諸性状と，これら2菌株　　　解に要する日数は，原株に比較して，約一昼夜程選抵
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する・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貴電ブよ菌株を分与いたk’きました全生園伊東博：ヒ，鳥

　Bellamy⑱等は，ブドウ球菌のペニシリγ抵抗株　　取大学医学都，大阪了1了立医大，新潟大学阪学部・広島

は，乳蹴購・・陽・・ソー・・及びガ・ク載瓢醤餐慧騨繍襯蘇繍櫻
トー・・xの分解能を失つたと言い・又・松井清治⑩は，　　　謝意を表します。

腸チフス菌のペニシリン耐挫に関する実験で，耐性株
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